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概要：早稲田大学メディアネットワークセンターは，教員・学生・職員の様々な活動を支援する基盤
として，授業支援ポータル Waseda-net Course N@vi を 2007 年 4 月にリリースし，運用を行ってい
る．Waseda-net Course N@vi は多様化している本学の教育現場に合わせ，本学が OSS を利用して
独自に開発を行った LMS である．本稿では，Waseda-net Course N@vi の開発，運用実績，および
将来に向けての展望について述べる． 
 
1 はじめに 
早稲田大学では，2007 年に創立 125 周年を迎え，
「第二の建学」というキャッチフレーズのもと，
大学教育・研究活動のさらなる推進を目指してい
る．そのためには，多様化する教育に合わせた学
生教育環境の充実，教員と職員の密な連携が必須
である．この課題を実現するためには，情報技術
を駆使した教育基盤システムが必要不可欠である
ことから，早稲田大学では，情報化推進プログラ
ム（2006-2014）の中で“教育の早稲田”を実現
する環境の整備（授業・学習・キャリア支援シス
テム）を柱の一つに据え，教育支援システムの整
備に注力している． 
情報化推進プログラムの一環として，早稲田大
学メディアネットワークセンターでは，授業支援，
学生キャリア支援，および学生・教員・職員の連
携支援を目的とした Waseda-net Course N@vi1
（以下，Course N@vi と略す．）と呼ばれる LMS
を独自開発し，2007 年 4 月より運用を行っている
[1]． 
本稿では，Course N@vi の開発方針，システム
構成，運用実績及び今後の展望について述べる．
以下，第 2 節に Course N@vi の開発方針及びシス
テム概要について述べ，第 3 節に 2007 年 4 月か
らの利用状況について報告する．第 4 節にサポー
トと今後の開発について述べ，第 5 節にてまとめ
を行う． 
 
2 Course N@vi の開発とシステム構成 
2.1 LMS の独自開発方針を選択 
Course N@vi を開発するにあたり，我々は以下
に示す 3 つの構築方針の検討を行った． 
z Moodle[2]等，OSS の LMS を利用する方法 
z Blackboard[3]，WebCT 等，商用ソフトウェ
アを利用する方法 
z 独自に開発する方法 
 以上示した 3 つの方針を比較検討するに当たり，
                                                     
1 ワセダネットコースナビと発音する．なお，
Waseda-net Course N@vi は学校法人早稲田大学の商
標である． 
本学では以下に示す 4 つの点を考慮した． 
z 本学では，学部の授業・大学院の授業・通信
教育課程の授業等，多種多様な授業形態が存
在している．多種多様な授業形態を１つのシ
ステムで一元的に管理・運用する必要性があ
る． 
z ユーザの利用負担を極力減らし，授業を活性
化させる必要がある．したがって，直観的で
わかりやすいインターフェースが必要である． 
z 教育・研究の効果を促進させるため，利用者
が頭に描いている発想・アイデアを自由に取
り込める柔軟な開発・運用が可能でなければ
ならない． 
z 本学での潜在的な利用者数は７万人である
ため，スケーラビリティが必須である． 
上記に示した要求条件を満たすためには， OSS
や商用ソフトウェアを利用する場合においても，
カスタマイズが必須であり，導入コスト削減，高
い安定性といった OSS や商用ソフトがもつ本来
のメリットが生かせないこと，また学籍データ・
履修データ等との綿密な連動，既存システムとの
シームレスな連携を実現するためには，結局一か
ら設計した方が効率的であると考えられたこと，
などの理由により独自で開発する方法を選択した． 
開発にあたり，実際の利用者である教員へのヒ
アリングを繰り返し実施し，可能な限り事前にニ
ーズを取り込んだうえで、利用者が満足するよう
なシステムを構築する方針をとった． 
 
2.2 Course N@vi のシステム構成 
新規 LMS の開発にあたり，基盤ソフトウェア
は，本学の基幹業務システムで運用実績のある
OSS を利用する方針を取った．LMS の開発基盤
は表１に示す通りである． 
Course N@vi のシステム構成は図 1 に示す通り
である．多数のユーザが利用する LMS システム
であるので，負荷分散機構は必須である．ユーザ
側が直接アクセスするフロントエンドである Web
サーバ，授業のコンテンツ情報を保存するコンテ
ンツ DB サーバ，ユーザ認証用 DB サーバ，ファ
イルサーバそれぞれの機能に対し，複数のサーバ
を置くことで負荷分散を実現した．
 
図 1: Course N@vi のシステム構成 
 
表 1: 開発基盤で採用した OSS 
開発基盤 採用した OSS 
オペレーティングシステム Linux 
Web サーバ Apache 
CGI PHP 
データベースサーバ PostgreSQL 
 
3 Corse N@vi の利用状況 
本節では，2007 年 4 月 1 日以降の Course N@vi
の利用状況について報告する． 
 
3.1 科目利用率・教員利用率の増加 
表 2 に，2007 年 4 月 14 日，2007 年 11 月 17
日，および 2008 年 7 月 20 日時点の Course N@vi
に登録されている科目数，担当教員数等の基本的
なステータスを表 2 に示す．ここで，表 2 中の各
項目は，以下の通りである． 
z 開講科目数：当該期日時点での開講科目数． 
z 利用科目数：開講科目のうち，Course N@vi
の何らかの機能を利用した科目数． 
z 利用科目率：「利用科目数」を「開講科目数」
で割った値． 
z 開講科目担当教員数：開講科目を担当して
いる教員数．続く括弧内の数字は，対象を
専任教員のみとした場合の教員数． 
z 利用教員数：利用科目を担当している教員
数．続く括弧内の数字は，専任教員に対象
を限定した場合の教員数． 
z 教員利用率：利用教員数の値を，開講科目
担当教員数で割った値． 
表2より， Course N@viのリリース直後の2007
年 4 月 14 日と比べ，3 期後の 2008 年 7 月 20 日
の時点で，科目利用率が 5.75%から 14.32%と増加
し，教員利用率も 10.4%から 23.3%と倍増してい
ることがわかる． 
ここで，学生のユーザのみが科目の機能を利用
し，担当教員が全く当該科目に参加しない場合は
存在しないと仮定する．この仮定が成立する場合， 
表 2：Course N@vi 利用統計情報 
項目 2007/4/14 2007/11/7 2008/7/20
開講科目数 16,051 16,301 16,826
利用科目数 936 1,666 2,411
科目利用率 5.75% 10.22% 14.32%
開講科目 
担当教員数
3,662
(1,409)
3,787 
(1,428) 
3,797
(1,454)
利用教員数
381
(274)
764 
(480) 
886
(606)
教員利用率
10.4％
(19.44％)
20.17％
(33.61％) 
23.3％
(41.67％)
 
利用科目率とは，教員が担当科目において学生に
対し何らかのアクションを起こした割合と考える
ことができる．したがって，科目利用率とは，全
開講科目のうち担当教員が参加した割合とみなす
ことができる．上述のように，科目利用率，教員
利用率ともに 2007 年 4 月 14 日から 2008 年 7 月
20 日にかけて大きく増加していることから，
Course N@vi は，教育する側の教員に認知され，
授業で活用され始めてきていることがわかる． 
 
3.2 利用学生数の増加 
次に，教育される側の学生に視点を移し，
Course N@vi の利用率増加に関する解析を行った．
解析には，2007 年 4 月 1 日から 2008 年の 10 月 2
日までの期間のCourse N@vi利用者のログイン履
歴をもとに解析を行った．2007 年 4 月 1 日から
2008年 10 月 2日までの計 551日間のログイン回
数は，累計 3,352,362 回であった．資格ごとの利
用 ID 数，累計ログイン回数，および 1ID 当たり
のログイン回数を表 3 に示す．なお，利用 ID 数
とは，実際にログインを行った ID のユニーク数
であり，期間内に一度もログインしなかった ID を
含んでいない．表 3 によれば，利用資格が学生の
IDによる累計ログイン回数は 2,980,590回となり，
全体の 88.91%の割合を占めた． 
ここで，対象期間を 2007 年度前期・後期，及
び 2008 年度前期の 3 つの期間に分割し，それぞ
 
図 2: 日付別学生 ID ログイン回数 
 
表 3：全期間のユニーク ID 数および 
1ID 当たりのログイン回数 
利用資格 
利用 ID
数 
累計ログ
イン回数 
1ID 当たりの
ログイン回数
教員 1,880  142,688  75.90 
専任職員 684  36,390  53.20 
学生 54,815  2,980,590  54.38 
非専任職員2 987  106,025  107.42 
学外者3 4,784  86,669  18.12 
 
れの期間における利用学生数の遷移を表 4 に示す．
表 4 より，Course N@vi 導入後から利用学生数が
順調に増えていることがわかる． 
さらに，対象期間を 1 日ごとに分割し，学生の
1 日毎のログイン回数の数えあげの実施を行った．
その結果を図 2 に示す．図 2 を見ると，夏季・冬
季・春季休業期間中，およびゴールデンウィーク
中はログイン回数が落ちるものの，授業期間中は
定常的に利用されていることが読み取れる．さら
に，2007 年度前期授業期間と 2008 年度前期授業
期間を比較すると，明らかに 1 日当たりのログイ
ン回数が増加していることがわかる． 
したがって，2007 年度前期に比べ，2008 年度
前期は利用学生数およびログイン回数が増加して
いることから，Course N@vi が教育される学生に
も浸透してきていることが確認できる． 
 
                                                     
2 非専任職員，TA 等を含む． 
3 単位互換制度を有する他大学の学生等を含む． 
表 4: 対象期間毎の学生利用数 
対象期間 利用 
学生数 
2007/ 4/ 1－2007/ 9/18 (2007 年度前期) 30,283
2007/ 9/19－2008/ 3/31 (2007 年度後期) 34,272
2008/ 4/ 1－2008/ 9/18 (2008 年度前期) 42,260
 
3.3 時間帯別の学生ログイン状況 
次に，学生利用者の Course N@vi へのログイン
時間帯の分布を調べることにより，Course N@vi
がどのような時間帯で学生に利用されているのか
の調査を行った．図 3 は，利用資格が学生の ID
の時間帯別のログイン積算数を表したものである．
ここで時間帯とは，１日を 10 分間隔で区切り，そ
れぞれの時間帯における対象期間内のログイン回
数を数えあげたものである． 
図 3 より，授業開始時に時間帯別ログイン回数
の極大値が存在することが確認できる．さらに，
特に 2，3，4，5 時限目の開始時間である
10:40-10:50 ， 13:00-13:10 ， 14:40-14:50 ，
16:20-16:30 の時間帯の累計ログイン回数が特に
多いことがわかる．これは，学生が対面授業を受
ける際に，Course N@vi にログインをして，連絡
事項や，担当教員からあらかじめアップロードさ
れた講義資料の参照等を行っていることが考えら
れる． 
また，累計ログイン回数が 35,000 回を超えた時
間帯は，上記で示した 2，3，4，5 時限目の開始
時間帯の他，22:00-0:10 までの夜の時間帯である．
これは，レポート作成のための講義資料参照・オ
 
図 3: 学生の時間帯別ログイン数分布 
 
ンデマンドコンテンツの参照・レポート課題の提
出等，学生が自宅で学習する際に Course N@vi を
利用していることが考えられる. 
 
4 サポート体制と今後の開発 
4.1 利用者サポート体制 
本学では，ネットワーク上での 24 時間体制のヘ
ルプデスク，および対面のサポートカウンターを
キャンパス内に設置することで，Course N@vi の
システム的なサポート体制を敷いている．  
また，LMS には，教員の授業にかかる負担を軽
減するというメリットがある一方，学生の質問に
対する回答や，課題に対するこまめなフィードバ
ックなど教員の負担は増加する側面もある．この
問題に対しては，教育コーチやTAがCourse N@vi
上における教員の作業をサポートすることにより
教員の負担軽減および授業の双方向性の実現や活
性化に一役かっている． 
 
4.2 バージョンアップと今後の展望 
Course N@vi は 2007 年 3 月 20 日にリリースさ
れたが，半年に一度のペースでバージョンアップ
を行い，機能の充実を図っている4．2008 年 4 月
には，Course N@vi 2.0 へのメジャーバージョン
アップを実現させた．バージョンアップの際には，
ヘルプデスクやサポートカウンターに届けられて
いるさまざまな改善要請，機能追加要請を考慮す
ることで，利用者にとってより使いやすい LMS
になるよう心がけている． 
今後もCourse N@viの利用率の向上を図るため
                                                     
4 2008 年 10 月時点． 
に，利用者参加型の開発を継続する点の他に，学
生のキャンパスライフをトータル的にサポートす
ることを目的とし，学生が入学してから卒業する
までの様々なアクティビティを保存・蓄積し、い
つでもアクセスできるようなシステムの構築を目
指している．たとえば，ポートフォリオ機能の構
築、サイバーワークスペースの提供、キャリアナ
ビゲートシステムの構築などがこれにあたる． 
 
5 おわりに 
本稿では，早稲田大学における情報化推進プロ
ジェクトの一環として行われた，全学共通の LMS
である Course N@vi の開発・システム構成，およ
び運用実績について述べた．サービスが稼働して
から約 1 年半が経過し，確実に利用者数が増加し
てきており，Course N@vi が本学の教員，学生両
者に浸透してきていることを示した．今後も，利
用者にとってさらに有益なシステムとなるよう，
利用者参加型の開発を引き続き継続していき予定
である． 
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